
組合員各位 
 

第 61 回通常総代会の決議報告 
 
 

日 時：令和 6 年 6 月 25 日（火）午後 2時 

場 所：中日ホール＆カンファレンス Ｒｏｏｍ1 

 

 

第 1 号議案  第 61 期(令和 5 年 4 月 1日から令和 6 年 3 月 31 日まで)事業報告及

び計算書類等(貸借対照表・損益計算書・剰余金処分(案))*1 承認の

件 

        原案の通り承認可決され、期末出資配当金は 1 口あたり 800 円と

決定いたしました。 

 

第 2 号議案  令和 6 年度事業計画*2 及び収支予算(案)承認の件 

               原案の通り承認可決されました。 

 

第 3 号議案  役員全員任期満了に伴う改選の件 

               [理事] 

         柵木充明  大石明宣  大輪芳裕  西脇 毅 

         加藤雅通  吉兼正文  樫尾富二  安井洋二 

         松島英夫  権田隆実  森 孝生  舘 敏雄 

         野田正治  宇野岳人  堀内 洋  山根則夫 

         若山英雄  高橋功典 

          以上 18 名が選任され、同日それぞれ就任いたしました。 

               [監事] 

         龍華二郎  伊藤克昭  浅井清和  河西あつ子 

          以上 4 名が選任され、同日それぞれ就任いたしました。 

 

第 4 号議案  退任役員に対する退職慰労金贈呈の件 

               本総代会終結を以て退任された役員に対し、「愛知県医師信用組合

役員退職慰労金贈呈基準」に基づく退職慰労金を贈呈することに

ついて承認可決されました。 

以 上 



第 6 年 3 日現在） 貸　借　対　照　表

6 年 4 月 23 日　作成
6 年 6 月 11 日　備付

千円

千円

( ) ( )

10,473,389

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

その他有価証券評価差額金

（うち目的積立金）

そ の 他 利 益 剰 余 金

純 資 産 の 部 合 計

11,382,944

192,944

11,478,764組 合 員 勘 定 計

△ 1,005,375

△ 1,005,375

17,613

10,491

47,530

当 期 未処 分 剰 余 金

特 別 積 立 金

出 資 金 48,290

利 益 剰 余 金

資 産 の 部 合 計 98,900,489

△ 80,859

-

10,491

（うち個別貸倒引当金）

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

0

428,804

負債及び純資産の部合計 98,900,489

88,094

1,280

11,430,474

-

11,190,000

32,825

18,833

（純資産の部）

152,67835,170,376

6,699,776

432,750

4,895

1,136

37,395

給 付 補 填 備 金

130,578

未 払 費 用

貯 蓄 預 金

30,087,753 普 通 預 金

そ の 他 の 預 金

0

定 期 預 金 54,678,735

931,680

43,901,750

定 期 積 金

名 古 屋 市 中 区 栄 四 丁 目 14 番 28 号
信 用 組 合 名 愛 知 県 医 師 信 用 組 合

　金　　　額　

（負債の部）

柵 木 充 明

　金　　　額　 科 目

千円

31

住 所

有 価 証 券

令和

預 け 金

科 目

理 事 長

44,378 預 金 積 金

株 式

（資産の部）

そ の 他 の 証 券

全 信 組 連 出 資 金

貸 出 金

88,156,768

32,393,674

24,208,423

1,598,746

100

月61 期（令和

現 金

有 形 固 定 資 産

そ の 他 の 資 産

地 方 債

令和

国 債

社 債

15,265

ソ フ ト ウ エ ア

その他の無形固定資産

無 形 固 定 資 産

そ の 他 出 資 金

49,720

仮 払 金

114,782

10,074証 書 貸 付

そ の 他 資 産

その他の有形固定資産 32,106

190

建 物

負 債 の 部 合 計 88,427,100

7,800

手 形 貸 付 75,607

48,290

273,000

112,100 払 戻 未 済 金

前 受 収 益

78 退 職 給 付 引 当 金

未 収 収 益

利 益 準 備 金

普 通 出 資 金

そ の 他 負 債

250,026

23,935,423

払 戻 未 済 持 分

賞 与 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

未 払 法 人 税 等

未 払 諸 税

ADMINOKADA
テキストボックス
＊１



令和 5 年 4 月 1 日 から

令和 6 年 3 月 31 日 まで

6 年 4 月 23 日　作成

6 年 6 月 11 日　備付

千円

（注）  １．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
 ２．出資１口当たりの当期純利益　28,837円47銭

2,348

名古屋市中区栄四丁目14番 28号

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 4,678

202,873

そ の 他 の 支 払 手 数 料 1,727

52,382

当 期 未 処 分 剰 余 金

23,334

経 常 利 益

53,168

51,118

706

4,678

147,565

64,975

482,422

1,238

66,214

愛 知 県 医 師 信 用 組 合

柵 木 充 明

金 額

理 事 長

66

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

受 入 為 替 手 数 料

支 払 為 替 手 数 料

そ の 他 の 受 入 手 数 料

167

25,228

給 付 補 填 備 金 繰 入 額

役 務 取 引 等 費 用

資 金 調 達 費 用

経 常 費 用

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

経 費

税 金

人 件 費

そ の 他 経 常 費 用

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）

法 人 税 等 合 計

△ 1,263

当 期 純 利 益 139,775

第 61 期

令和

［

物 件 費

預 金 利 息

貸 出 金 利 息

預 け 金 利 息

科　　　　　　　　　　目

経 常 収 益

298

7,351そ の 他 の 業 務 収 益

808

令和

そ の 他 業 務 収 益

有 価 証 券 利 息 配 当 金

そ の 他 の 役 務 取 引 収 益 443

45,066

449,454

そ の 他 の 受 入 利 息

損　益　計　算　書］

7,351

685,296

677,135

178,130

住 所

組 合 名

4,484

190,893

192,944

そ の 他 の 役 務 取 引 費 用

237,779

386,051

税 引 前 当 期 純 利 益

特 別 損 失

そ の 他 の 特 別 損 失 9,630

そ の 他 業 務 費 用

そ の 他 の 業 務 費 用

250

250

固 定 資 産 処 分 損

11,979



192,944,160

53,168,906
139,775,254

－

138,300,200

760,000

3,795,865

13,744,335

120,000,000

54,643,960

以上の通りであります。

繰 越 金 （ 当 期 末 残 高 ）

目 的 積 立 金 取 崩 額

剰 余 金 処 分 額

利 益 準 備 金

出 資 配 当 金
（ 年 8 ％ の 割 合 ）

（単位：円）

当 期 未 処 分 剰 余 金

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）

特 別 積 立 金

当 期 純 利 益

事 業 の 利 用 分 量 配 当 金
（ 預 金 利息 100 円 に つ き 20 円 ）

剰　余　金　処　分　(案)



＊2 令和 6 年度事業計画の概要（令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31 日まで） 

 

 (骨子) 

 組合員である先生方が安心してお取り引きを続けていただける健全な財務

体質と収益力の維持を目的として策定した「第五次中期経営計画(令和 5年

度～令和 7年度)」の達成に向けて、役職員全員で注力してまいります。 

 金融環境の厳しさが不変である中、当組合の経営理念である医業の発展に

寄与すべく、健全で堅実な経営を継続してまいります。 

 

 (重点課題) 

(1) 経営基盤の拡充～新規組合員数の増加 

   当組合設立以来のお取引をいただいている先生方がご高齢となり廃業等に伴う脱退が避け

られない中、業容の拡大均衡を図っていくためには、組合員数の増加が肝要であり、愛知県

医師会、郡市区医師会との連携を強化していくとともにホームページ等の広告媒体を有効に

活用した認知度向上施策を積極的に展開し、組合員数の増加に努めてまいります。特に将来

の柱と位置付けられる後継者及び勤務医、研修医の組合加入を一層推進してまいります。 

   

(2) 安定した収益基盤の確保 

市場金利が上昇していることから、資金運用ボリュームの増強を図るとともに資金運用利

回りの改善による収益力の回復を図ってまいります。なお、生き残りを賭けた地元金融機関

との競争が厳しく、当組合として適正と考える貸出金利の確保が困難なご融資案件が数多く

発生している現状に対処すべく、当組合の特徴である極めて柔軟な対応を迅速に実行するこ

とによるビジネスチャンスの獲得に努めてまいります。 

また、厳正なる収益管理の下、役職員全員がコスト意識を高く持ち、投資効果を重視した

運用を徹底してまいります。 

  

(3) お客様満足度の向上～お客様本位の業務運営 

当組合が存立していくためには、医師であるお客様からの期待に応え続けていくことが、

最も重要なテーマであると考えております。お客様が、当組合に対し何を期待されているの

か、何を望んでおられるのかを十分理解したうえで、お客様本位の業務運営を徹底してまい

ります。また、役職員一人一人が正確で、迅速な応対を自律的に実践し、お客様の期待を超

えるサービスを実現できるよう日々努めてまいります。 

 

(4) コンプライアンスの遵守、サイバーセキュリティ対策 

当組合が金融機関としての社会的責任と公共的使命を全うし、お客様からのゆるぎない信

頼を得られ続けていくためには、国内外のあらゆる法令や社会的規範等を厳格に遵守した上

で、公正かつ堅実に行動していくことが求められております。 

特にお客様の大切なご預金と情報を適切に管理していくためのサイバーセキュリティ対策

を重要な経営課題として認識し、様々な対策を進めてまいります。また、国際的に強く要請

されているマネー・ローンダリング、テロ資金供与拡散金融対策につきましても、重要な経

営課題として位置付けし、経営陣による主体的関与の下、適切な内部管理態勢を構築してま

いります。 

以上 


